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100％の W/Oエマルション
が生成でき、肝細胞癌の治療
成績向上が期待できる。使用
する抗がん剤はエピルビシン
だけなくシスプラチンにも応用
可能であることが証明された。
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　2019年6月に商品化（ＭicoＭagic,株式会社パイオラッ
クスメディカルデバイス）され、全国で使用されている。現
在、本デバイスの有用性を評価する特定臨床研究が進行中

（2020年12月15日登録開始、jRCTs052200095, 研究
責任医師田中利洋）。

現在、肝細胞癌に対する肝動脈化学塞栓療法（TACE）は
世界的に広く用いられている治療法である。TACE では、リ
ピオドールと抗がん剤水溶液を混和たエマルションを注入
する。そのエマルションは抗がん剤水溶液が油であるリピオ
ドールに封入される W/O が腫瘍内の抗がん剤停滞と血管塞
栓に有効とされている。

現在、一般に行われているリピオドールエマルション作成
は、3 方活栓を介して 2 本のシリンジでポンピングする方法
であるが、約 70% の割合しか W/O が生成できない。今回
の開発は、3 方活栓の代わりとなる、100％ W/O が生成可
能なエマルション生成デバイスである。このデバイスは V 型
シリンジコネクターに多孔性ガラス膜を挿入したものでポン
ピングにより強制的に W/O を生成できる。　
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研究成果の応用可能性
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